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論

合成：樹脂工業の襲展と生産技術

理工學研究所　山口文之助

　最近十ケ年間に米，英，濁等の先進國において，もつとも稜展した工業は合成樹脂工業であり，それらの國々の産業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，v界は虞にプラスチヅク時代きたるの趨勢を呈している。今次の大職を境として褒達した高性能の新合成樹脂の主なもの

、のみを學げても，ポリエチレソ，珪素樹脂，メラミン樹脂，ぷリウレタソ，ポリテトラアルPtエチレシ，ポリビニリデ

ソクPりPド，アリル樹脂等の多くがかぞえられ，全く絢燭たる状況である．1948年の米國における合成樹脂の全滑

費量は42萬3千噸であり，生産量も清費量も十年前にくらべて3倍餓にのぼつているが，特に獲達のいちじるしいの

はビニ・…ル系樹脂とスチロール樹脂であつて，いずれも職前にくらべ百敷十倍の生産量を現在示している．ひるがえつ

てわが國の状態を見ると，1948年における合成樹脂の全生産額は約1萬噸にすぎなく，しかもその約9％は醤來の

フェノール系樹脂，尿素系樹脂およびセルPtイドが占めているありさまで，懸隔の鹸りにはなはだしいのにおどろく．

合成樹脂工業跡ぎらず諮よそ生郵業の殿性は脳輔と生酸術とによつて支醐泌ものである力賄外
における合成樹脂工業の驚異的稜達の裏には，生産技術の進歩が大きな役割を演じていることを見のがしてはならな

い。例えぽ，ピニ”ル系樹脂の生産按術においては乳化重合法，塊状重合法，レドックス重合法等の髄，ポリ璽化ビニー・・

ル・’A：・・一ストおよびラテックスの製法とその懸用の稜蓬等があげられ，また各種合威樹脂の成型加工法の念速な進展は

この工業の稜達に大きい貢献を寄與している。米國が現在，量においてばかりでなく，質においても合成樹脂工業の覇

者となつたのは，職時申按術的にもつとも進んでいた濁逸の技術を取入れたことにもよるといわれている．わが國にお

ける舎成樹脂工業のいちじるしい立ちおくれが，職時以來の國内の原料事情に原因をもつことは確かであるが，生産撲

術の瓢においても滋外先進國のそれにくらべてはなはだしい懸隔のあるζとを認めないわけにはいかない．幸に原料に

ついては，石炭状勢および電力歌勢の好轄にともない，カ・…バイドに關するかぎりは比較的めぐまれた罧態に立ちきた

つており，昭和23年におけるカPバイバの生産額は33萬8千頓で，これは米國にける生塵獺の約牛分に相當する・

　現在その約80％が石荻窒素の製造に使用されているが、窒素肥耕は勉の資源に求めることが可能であるから，將來

は相當多量のカPバイドを樹脂用に向け得るにいたるものと期待される．それ故力ρバイドから得られるアセチレンを

原料とするビニール系樹脂の生産工業はわが國における合成樹脂工業としてもつとも大きな護展性の期待がかけられて

いる・昭和23年におけるわが國のビニPル系樹脂生産量は，酷酸e’x．一ル樹脂412噸，鰹化ピ『一ル樹脂4・5噸に

すぎなかつたが，その後漸次壇産の軌道にのりつムある．かくビニPル系樹脂工業は，原料事情からみて，わが國にお

いてももつとも將來性のある合成樹脂工業であるが，その護展を阻害なく進めるためには，設備と生産技術の改善に封

して充分な努力を携うことが必要である．威型加工法等においても醤態依然とした方法を捨て，歓米の進んだ機械と撲

術とを遽かに取入ることが急務とされる．なおまた進んでは濁逸のレッペ法のような新援術の硫究に精進しアセチレソ

から各種の新樹脂や樹脂原騨を合成する工業の確立にまで備えることが，わが國合成樹脂工業の將來のために重要であ

ろう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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